
特別養護老人ホ⊥ムの入所申込者及び待機者（優先入所申込者）の状況  

○調査の対象及び方法   

入所基準に基づし＼て待機者く優先入所申込者）を直面こ把握しtいる特別養護老人ホ一本  
15施設に対して、施設からみた待機者数及びその判断基準等について調李を実施。  

○調査綺黒め概要鯛義穿老人ホ「ムのス屏申選者及び殊勝者鰍屏殿前の就労についむ参鼎   
・入所申込者に占める待機者の割合は、約1～76％とばらつきがあるが、平均では22．5％と  

なってし1る。  

・鹿設からみた待機者の判断基準として、国の指針で示している「介革の必要の程度」、「家族  

の状況」、「居宅サービスの利用に関する状況」はほとんどの施設で用いられtおり、その他と  

して「認知症ゐ状況」が8割、「虐待のケース」が3割程度の施設で甲いられている。  

一待機者の待機壊所としては、自宅37．2％であり、自宅以外が62．8％（老廃施設21．7％、  

医療機関28．8％）である。   

・待機者の要介護度としては、要介護4以上が64．7％を占めており、要介護3以下は   
寧5．3％である。  

○今後の対応   

今回の調査はサンプル数が少ないため、車成軍2年度老人保健健康増進等事業で400～   

500施設を対象に、 

を行う予定。   



（構成ノ比） ′39．0 4．4 56ニ6  37．2 21．7 28二812．2 7．4．8二8 柑，0 38．ヰ 28．3   


